
セカンド ラ イ フでは、 自由に使える

時間が増え、 その期間は長ければ

20～30年にも 及びま すが、 人脈が

こ の時間を豊かにし ます。

　 こ れから セカンド ラ イ フを迎える

人は「 ボラ ンティ アや地域活動をす

る 」 ではなく 「 やり たいこと をやる 」

と いう 意識を持つこ と をお勧めしま

す。 社会参加が健康にいい効果を及

ぼすと いう のはよ く 言われています

が、「 やり たく ないのにやっている」

と いう 人の健康状態への影響は、「 や

っていない人」 と 変わら ないと いう

研究結果も 出ています。 つまり 、 や

り たいと 思う こ と を探すと いう こ と

が健康づく り にも 大切になり ます。

　 こ れは仕事においても 言える こ と

で、 若いこ ろと 違い「 今後、 昇進し

ていく 」 と いう よ う なモチベーショ

ンが持ちにく いので、 その仕事を

〝やり たいと 思っ てやれている か〞

が重要になってき ます。 やり たく な

いこ と をやっている と 知ら ず知ら ず

のう ちにメ ンタ ル的なリ スク を抱え

る 可能性も あり ます。

　 も っと も 仕事に関し ては「 やり た

いこ と 」 だけではなく 「 やら ざるを

得ない現状」 も ある ので、 雇用側も

意識を変えていかなく てはいけませ

ん。

てやっている 人も 多く 、 そこ を十分

に理解し て「 自分なら こ う いう お手

伝いができる かも し れません」 と い

う こ と を き ちんと 伝え、 相手側も

「 こ の人はちゃんと 理解し てく れた」

と いう 感覚を持つこ と で、 お互い気

持ちよく 活動を行う こ と ができます。

　 昔は「 リ タ イ アし たら 名刺を捨て

ろ 」 など と 言われま し たが、 今は

「 名刺を生かせ」 と 言われま す。 そ

れはケースバイ ケースですが、 まず

必要なのは地域や活動団体の人たち

の話を聞いてき ちんと 理解する こ と

です。 地域の活動は「 誰かのため」

にやっている こ と が多いので、「 自

分が中心」 と いう 人と は馴染みにく

いです。 まずは「 し っかり 聞く 」 こ

と から 始めまし ょ う 。

　 65歳から セカン ド ラ イ フ につい

て考え始める 人も 多いですが、 も っ

と 若いう ちから 取り 組むと 効果的で

す。 早いう ちから 社会参加をするこ

と はセカンド ラ イ フでの出会いや活

躍の機会を 広げま す。 2013年にア

メ リ カで発表さ れた研究によ る と 、

早いう ちから ボラ ンティ アをし てい

る ほう が再就職し やすいと いう 傾向

がある と も 言われています。

　 そし て、 若いう ちから 地域での人

脈をつく る こ と をおすすめし ま す。

　 やり たいこ と を探し たり 行動に移

し たり するモチベーショ ンを保つに

は「 支えてく れる 人」 の存在が重要

になってきます。 自分が何かやり た

いこ と をやろう と し たと き 、 こ っそ

り やる のではなく 、 き ちんと 家族や

身近な人と 話をし て始めるこ と が大

切になり ます。 出かける と き に「 今

日も 楽し んできてね」 と 送り 出して

も ら う こ と が、 行動を続ける 上では

と ても 重要です。

　 ま た、 SNS など で「 いいね」 を

押し ても ら ったり する こ と も 、 同じ

よ う に誰かに認めら れる と いう 意味

では良いと 思います。 特にフェ イス

ブッ ク （ Facebook） など は同じ 活

動をし ている 人と つながる こ と がで

きるので、 その効果も 高いでしょ う 。

応援し てく れる人、 理解し てく れる

人が多ければ多いほど、 自分のやり

たいこ と を続ける こ と ができ ます。

企業に長く いた人は、 自己主張をす

る こ と が染みついています。 リ タ イ

アし たばかり の人が自治会長になる

と 、 企業のロ ジッ ク で自治会運営を

し よ う と し て、 周囲と 衝突する と き

があり ます。

　 地域では「 自分を伝えよう と する」

こ と ではなく 、「 相手をし っかり 理

解する こ と 」 です。 思い入れを持っ

第二の人生、

本当にやりたいこと

をやろう 。
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「 いやいや行う ボラ ンティ アでは健康には

なれない」 と 話す倉岡先生。 本当に健康に

なれるボランティ アのやり かた、 仕事や活

動を続けるための周囲の人たちと の関わり

方、 地域で信頼を得るためにはどのよう に

ふるまえばいいかなど、 セカンド ライ

フを上手に過ごすコツを伺い

まし た。
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